


























































【注】①殷の湯王の宰相。 『論語』顔淵篇に「湯、有天下、選於衆、挙伊尹、不仁者遠矣（湯、天下を有し、衆に選んで伊尹を挙げしかば、不仁者は遠ざかれり） 」とある。②殷末の人。 『論語』述而篇に「 （子貢）入曰、伯夷叔斉何人也、子曰、古之賢人也（入りて曰く、伯夷叔斉は何人ぞや。子曰く、古の賢人なり） 」とある。③魯の大夫。姓は展 名は獲。柳下の地にいたからこう
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呼ぶ。 『論語』衛霊公篇に「子曰、臧文仲其竊位者与、知柳下恵之賢、而不与立也（子曰く、臧文仲は其れ位を竊める者か 柳下恵の賢を知りて与に立たず） 」とある。④『孟子』万章下に「孟子曰、伯夷聖之清者也。伊尹聖之任者也。柳下恵聖 和者也。孔子聖之時者也（孟子曰く、 伯夷は聖の清なる者なり。 伊尹は の任なる なり。柳下恵は聖の和なる者 り。孔子は聖の時なる者 り） 」とある。⑤注④に引 『孟子』万章下の文の続きに、 「孔子之謂集大成。集大成也者、金声而玉振之也 金声 者、始条理也。玉振之也者、終条理也。始条理者、智之事 終条理者、聖之事也（孔子これを集大成と謂ふ 集大成とは、金声ありて玉これを振るふ。 あ は、条理を始むるなり。玉これを るふは 条理 終ふ なり。条理を始むるは、 智の事なり 条理を ふる 、 聖の事なり） 」とある。つま 、集大成はも もと音楽用語で 演奏始まりの鐘の音と 演奏の終わりの玉器の音が完全に備わるこ をいう。 それを、 孔子の行い 終始 備わり、聖と智が兼備してい ことに喩えた である。【現代語訳】　『論語』では「賢」の字が重く、 『孟子』では「聖」の




































































































































































































































































































た。沂は魯にある川の名、舞雩は雨乞いに舞う台。ちなみに、この時、孔子が七十歳とすれば子路 六十一歳、曽皙も同様、 冉有は四十一歳、 公西華 二十八歳となる
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②朱子の『論語集註』には「 （程子）又曰、孔子与点、蓋与聖人之志同。便是堯舜気象也 又曰く、 「
　
点
に与するは、蓋し聖人の志と同じ」と。便ち是れ堯舜の気象なり） 」とある。③朱子が晩年にこの注を書いたこ を悔いたというのは出典未詳。④岩波「トキ」 。寸は時 略字⑤『論語』先進篇のこの章の冒頭 さす。
 








⑦へりくだり退くこと。謙譲。⑧岩波「出ス、 」 。⑨『孟子』尽心下に「 （万章）敢問何如斯可謂狂矣 （孟子）曰、如琴張・曽皙・牧皮者、孔子之所謂狂矣。何以謂之狂也。曰、其志嘐嘐然、曰古之人古 人 夷考其行、而不掩焉者也（敢へて問ふ、何如な ば斯ち狂と ふべきか。曰く、琴張・曽皙・牧皮の如き者は の
狂なり、と。何を以てこれを狂と謂ふや。曰く、其の志嘐嘐然として、古の人古の人と曰ふも、其の行ひを夷考すれば、これを掩はざる者なり） 」とある。狂とは、高い志を持ち、壮語するものの意味。 『論語集註』先進篇のこの章でも曾点を「此所謂狂也」としている。⑩ひがんだこと 。道理にはずれた言説⑪曽点が孔子に答えを促された き言った言葉。⑫原文は次 通り。 「何傷乎。亦各言其志 （何ぞ傷まんや。亦た各おの其の志し 言ふなり） 」⑬岩波「然レバ」 。⑭竹山先生は中井竹山 蟠桃の師。おそらく講義 間にこのようなたとえ話をしていた あろう。⑮いやしいことば。田舎じみた とば。ここでは世間的なことば 意。⑯春秋時代、斉の桓公に仕 た料理の名人。 『孟子』告子篇に「至於味 天下期於易牙（味に至っては、天下
　
易牙に期す） 」とある。⑰料理人。⑱岩波「ツネニ」 。⑲『論語』先進篇のこの章の子路 答え 比す。⑳同じく冉有（求）の答えに比す。㉑同じく公西華の答え 比 。
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用いてくれたら、どうするか） 」とお問いかけになった。そこで三人が思うところを答えた。子路のことばは言い過ぎではない。子路自身に思い当たることがあるからである。ただ、謙遜した言い方をしなかったことを、孔子がお笑いになったのである。これを見て、あとの二人は謙遜して答え、ますますへりくだった。し し、三人の答えはみなその質問にかなっていて、その言うことはどれも行うべきことである。三人はみな、自分 知ってくれて用いられている立場に立って言っている。　
曾点は（孟子がいうように）狂者である。もし用いる




ら、我ら六七人で山中の桃李の花を眺め、谷水を浴び、山麓で風に吹かれ、嫁菜やタンポポやツクシの類 摘んで、お浸しにし、奈良漬の香 物を添えて、折鷹の茶はんなりと入れて、茶漬を出しましょう」と言った。先生は嘆息して言った、 「私も一膳お相伴したいものだ」 と。　
この心を味わうべきである。曾点は堯舜ほどの聖人で










































【注】①『論語』八佾篇。全文は以下の通り 「子曰、管仲之器小哉。或曰、管仲倹乎。曰管氏有三帰、官事不摂 焉得倹乎。曰然則管仲知礼乎。曰、邦君樹塞門、管氏亦樹塞門、邦君為両君之好、有反坫、管氏亦 反坫 管氏而知礼、孰不知礼（子曰く の器小なるかなと。或るひと曰く、管仲倹なるかと。曰く、管氏に三帰有り、官の事は摂
か
ねず、焉んぞ倹なるを得んと。曰く、然らば則
ち管仲は礼を知るかと。曰く、邦君 樹して門を塞ぐ。管氏も亦た樹して門を塞ぐ 邦君 両 の好を為すに反はんてん
坫有り、 管氏も亦た反坫有り。 管氏にして礼を知らば、

































































































焉得仁、 （子張問うて曰く、令尹子文、三たび仕へて令尹と為れども、 喜ぶ色無し。 三たびこれを已めらるとも、慍れる色なし。旧令尹の政、必ず以て新令尹に告ぐ。何如と。子曰く、忠なりと。 く、仁なりやと。曰く、未だ知らず。焉んぞ なるを得んと。崔子、斉の君を弑す。陳文子、馬十乗有り 棄ててこれを違る。他邦に至りて則ち曰く、猶ほ吾が大夫崔子がご きなりと これを違る。一邦に至りて則ち又た曰く 猶ほ吾が大夫 がごときなりと。これを違る。何如と。子曰く、清し 曰く、仁なりやと。曰く、未だ知らず 焉んぞ仁なるを得んと） 」とある。②岩波「物ダネ」 。③岩波「然
しかる
トキハ」 。































































⑥まごころとまこと。 『論語』公冶長篇に「子曰、十室之邑、必有忠信如丘者焉、不如丘之好学也（子曰く、十室の邑、必ず忠信、丘の如き者有らん。丘の学を好むに如かざるなり） 」とある。⑦礼と義が熟した語は『論語』にはないが、並列したものをあげると、学而篇に 「有子曰、信近於義 言可復 、恭近於礼、遠恥辱也（有子曰く、信 義 づけば、言復ふ
むべし。恭、礼に近づけば、恥辱に遠ざかる） 」 がある。





りのことであろう 令尹子文もまた後任の令尹に告げ所はよいけれども、またその中に ろいろとある である。 ［君主に対して忠があ とはいえ、堯舜のようになることはできない。 ］　
人を褒めて、同意を求めて質問する場合、褒めること
をまちがうという心得違いがあるこ る。だから、抑えめに答える。人を謗って 同意を求め 質問する場合、謗ることをまちがえると う心得違いがあることがある。だから、もちあげて答える。聖人の言葉は本来平和なものであ 。わざと裏をかく 意図はない。　
そもそも仁は水のようなものである。一杯の水もある






































































































































⑤岩波「ツケズ」 。⑥後儒云々とは、 『論語』泰伯篇の上記の章に朱子が注して以下のようにいうのを指す。 「大王因有翦商之志、而泰伯不従、大王遂欲伝位季歴以及昌、泰伯知之、即与仲雍逃之
　
?𣕚𣕚蛮、於是大王乃立季歴、伝国至昌、而三分
天下、有其二、是為文 （大王因りて商を翦る 志 り。而るに泰伯従はず。大王遂に位を季歴に伝へ以て昌に及ばさんと欲す。泰伯これを知り、即ち仲雍と逃げて
?𣕚𣕚蛮






春秋』古楽篇注の引用に基づき補う。 「舜有臣五人、而天下治、武王曰、予有乱臣十人、孔子曰才難、不其然乎、唐虞之際、 於斯為盛、 婦人焉、 九人而已、 ［文王為西伯］ 、三分天下有其二、以服事殷、周之徳 其可謂至徳也已矣（舜に臣五人有りて天下治まる。武王曰く、予に乱臣十人有りと。孔子曰く 才難し、其れ然らずや。唐虞の際、斯に於いて盛んと為す。婦人有り。九人のみ。 （文王は西方諸国の上に立ち） を三分して其 二を有し 以て殷に服事す。周の徳、其れ至徳と謂ふべき み） 」 乱は治の意。十人は周公旦、召公奭 太公望呂尚など。婦人は文王の后の太姒⑬岩波「知
しる
ベシ」 。





つけず、孔子の至徳の感嘆の言葉もないことこそが、泰伯の本意であったはずである。しかし、後儒は『詩経』魯頌「実始剪商」の詩を引き、大王にこの意志があって泰伯が従わず、そこで逃れたのだなどというが、これは大王を最も非難するものである。　（朱子注で「泰伯不従」とあるが）泰伯が従わないというのは、道に従わないことであって凶 であるほか、さまざまな論がある れど、これらをすべて穿鑿しないでおくのが の意志であろう。しかしながら、これほどの至徳を埋めてしまう も遺憾 る。故に孔子もこのように述べておられるのである。　天下に譲位ほど大きな徳はない。我こそ一位にと奪い
争う中で、そ を捨てて逃れることだから 。しかし、人にしっかりと見せて なんとよく譲ったものかといわれることは しやすいことであ が、泰伯が自分から譲って「良い人」になると父母と弟に悪い評判 つくため、その身をくらまして逃れたと 点が ふつうではなしがた 点である。だから、人は の泰伯の譲位を













































































































































































  「 （樊遲）問仁、子曰、仁者先難而後獲、可謂仁矣 仁を問ふ。子曰く は きを先にして獲るを後にす、仁と謂ふべし） 」
　　
顔淵篇






  「仲弓問 、子曰、出門如見大賓 使民如承大祭、己所不欲、勿施於人 在邦無怨、在家無怨（仲弓仁を問ふ。子曰く 門を出でては大賓を見るが如くし、民を使ふには大祭に承
つか








































































②『論語』先進篇に「子曰、求也退、故進之、由也兼人、故退之（子曰く、求や退く、故にこれを進む。由や人を兼ぬ、故にこれを退く） 」とある。③切実な質問をする。 『論語』子張篇 「子夏曰、博学而篤志、切問而近思、仁在其中矣（ 夏 く、博く学びて篤く志し に問いて近く思う、仁其の中に在り） 」とある。④孔子の時代、 読むことのできた書物は 『詩経』 『書経』 『易経』だけだった、という意。実際は『詩経』以外はまだ成立していなかったといえるが、蟠桃の当時はこれら三冊はすでに成立し いた 考えられて た。⑤曽子の弟子。 『礼記』檀弓篇・祭義篇に見え そに出てくる曾子と楽正子春の話は以下の通り。 礼記祭義篇「楽正子春下堂而傷其足、数月不出、猶有憂色門弟子曰、夫子之足瘳矣、数月不出、猶有憂色、何也、楽正子春曰、善如爾之問也 善如爾之問也、吾聞諸曽子、曽子聞諸夫 、曰、天 所生、地之所養、無人為大、父母全而生之、子全而帰之、可謂孝 」 。檀弓篇「曽子寝疾病、楽正子春坐於牀下 元曽申 （曽参の子） 坐於足
　
童子隅坐而執燭、 童 華而睆大夫之簀与、 春曰 止
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曽子聞之、云々」 。⑥岩波本頭注では「書」は『書経』とするが、書物の意ではないだろうか。 曽子は先に楽正子春が書物を読んでいないのではないかと疑問に思っていたことから考えると」 の意。しかしこれに該当する典拠は見当たらない。⑦同じことを一様に教えるこ 。⑧多くの人を一堂に集めて講義すること⑨経書や歴史書。⑩教え導くこと。なお岩波はこの語の後 ノ あり。⑪人の師たるべき者のとるべき道。⑫『大学』に「身脩而后家斉、家斉而后国治 国治而后天下平（身脩まりて后家斉う、家斉 て后国治まる、国治さりて后天下平らかなり） 」とある。⑬岩波「然ルニ」 。⑭注③に引く『論語』子張篇を参照。⑮岩波「トキ」 。【現代語訳】　『論語』の中で、弟子たちが仁や孝について孔子に質問すると、それぞれの答えが異なっているのは、どれも弟子たちの身分や性格上の欠点に該当するよう 、不足するところは補い、行き過ぎたところは抑えてお答 に
なっているからである。だからこそ、よくその人の耳に入り、身にしみて教えとなるのである。　
当世の学者は、孔門の弟子のように師に切実に問いた
だすことが い。ただ、経書の字句 意味や、古今の歴史、先輩の賢愚について質問するだけである。しかし、昔は今のように読むべき書物がなかった ただ『詩』と『書』と『易』だけであった。だから孔門の弟子はみな師に切実に問いただしたのである。楽正子春 場合は、孔門の弟子の次世代の最たる人物であ 。し し、曾子が、楽正子春は書物を読んでいないのではないかと思っていることから考えると まず書物を読むことを教えるべきであった。　
元来、昔と今とは教授法が違っていた。程朱のころは





ともあった。ついには師たる人は、経史を離れては教え導く言葉を出さないようになった。これは師道が劣ってきたというのではないけれども、 実は後世、 「治国平天下」をはじめとして「斉家修身」のことからも離 て、学問というものは経史 講読、及び詩文の製作のことだけに堕落して、政治や家をととのえること 、師家などのいわぬこ になったのである。　
しかし、昔は読むべき書が少なかったのだが、後世は
四書五経を始め、次第に後儒の新しい注解が出てきて心神を労しなくても昔は知らなかったこともわかり、聞かなかったことも聞くようになり、学問も早く成熟するようになったので、 詩作・文章 どのことは脇に置 て、何もかも捨ておき、経書に習熟してよく行えば、古今の大儒となる ちがいない。その上 、今日 修身につて切実な質問をし身近に考えることを主にするようにすれば、 たとえ近世の学風の弊が変化して 返 ず も、弟子のためにはよいであろう。　
少しばかりの学問を鼻にかけ、経史は脇に置いて詩文
にふけり、人に偉そうにして素行 悪く つい は父兄にまで嫌い憎まれ、これにこりて学問を禁ぜられるようになってはいけない。これは （孔子 問から生まれた）孔子にとっての罪人である。
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